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夏季休業に向けた新型コロナウイルス感染症対策について（通知） 

このことについて、別添写しのとおり文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課から通知が

ありました。 

新型コロナウイルス感染症については、現在、新規感染者数が全国的に上昇傾向に転じており、

県内においても増加している状況にあります。今後、人との接触の機会の増加等が予想されるこ

と、オミクロン株の新たな系統への置き換わりの可能性もあること等から感染者数が更に増加す

ることも懸念されています。 

ついては、夏季休業に向けて、改めて「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生

管理マニュアル（以下「学校衛生管理マニュアル」という。）」や関係通知等を確認するとともに、

特に以下の事項に留意し、引き続き、感染症対策に取り組んでいただくようお願いします。 

記 

１ 部活動における対策について 

  夏季休業期間中における部活動の実施に当たっては、活動中だけではなく、部室、更衣室、

ロッカールーム等の共有エリアの一斉利用や部活動前後での集団での飲食を控えるなど、必要

な感染対策を講じるとともに、各競技団体等のガイドライン等を踏まえ対応すること。 

  また、部活動における感染症対策について、以下の通知に基づき適切に対応すること。 

・岩手緊急事態宣言解除に伴う学校における対応について（令和４年５月 30 日付け教学第 427

号・教保第 177 号通知） 

２ 学校プール等の開放に当たっての感染対策について 

プールにおいては、水を介した感染リスクは低いと考えられているが、会話や接触による感

染リスクを避けるため、大勢で密な状態とならないよう注意が必要であること。また、手洗い

場所や更衣室、休憩スペース等においても、以下のガイドライン等を参照の上、必要な感染対

策を講じること。 

（参考） 

・社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン（令和３年11月16日改訂）  

https://www.mext.go.jp/sports/content/20200514-spt_sseisaku01-000007106_1.pdf 

３ 熱中症事故の防止について 

夏季休業期間中は、気温や湿度、暑さ指数が高くなることが想定され、特に熱中症のリスク

が高くなることから、児童生徒等に対して熱中症の危険性を適切に指導するとともに、学校衛

生管理マニュアルのほか、以下の通知も参考に、必要な対応を取ること。 

・熱中症事故の防止について（令和４年５月 30日付け教保第 178 号通知） 

写 



・学校生活における児童生徒等のマスクの着用について（令和４年５月 26日付け教保第 173 号

通知） 

・夏季における児童生徒等のマスクの着用について（令和４年６月 10 日付け教保第 219 号通

知） 

４ 家庭との連携について 

夏季休業期間中の過ごし方について、基本的な感染対策を継続する、体調不良が見られる場

合には自宅で休養するなど、保護者に対して理解と協力を呼び掛けること。 
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